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Abstract：The purpose of this study is to consider the vision of environment in sport through the 
concept of lifelong education and lifelong learning. This paper explains a contention in a discussion 
about a sport environment, and examines a background of the discussion. The study considers an 
argument for to examine a vision of environment in sport that solves the problem.
　The problem inherent in sport environment is a situation what child does not a sport as only 
lesson. Namely in this situation, the scene of sport for child is kept under a control of adult. There is 
a turn of paradigm of school education for instruction to learning in background that is pointed out 
a problem of sport as lesson. This imply the dawn of new perspective for child as learning existence 
in view of education at society.
　The one of argument about a vision of sport environment is a turn of paradigm of sport 
environment that reacts a turn of paradigm of education. This implies that educate to learn through 










































































































































































































































































































































で あ る。 そ れ は す な わ ち，「 生 涯 教 育（lifelong 
education）」の考え方に基づく生涯スポーツ，および
「生涯学習（lifelong learning）」の考え方に基づく生
涯スポーツという解釈である。生涯教育とは，「生涯
を通じて教育の機会を保障すべきであるとする教育観
に基づいて行われる成人教育」（広辞苑第五版，1998，
p.1303）であり，一方で生涯学習とは「自己の充実・
啓発や生活の向上のために生涯を通じて主体的に学習
すること」（広辞苑第五版，1998，p.1303）と定義さ
れる。従って，生涯教育に基づく生涯スポーツとは，
生涯を通じてスポーツを教える，あるいは教えられる
という機会を保障することを意味しており，それは子
どもに限らず，全ての世代がスポーツを教わることの
できる機会を提供することを意味しているのである。
一方で生涯学習に基づく生涯スポーツとは，生涯を通
じて主体的にスポーツを行う機会を保障することを意
味しており，それはスポーツを誰かから教えられるの
ではなく，自らの手でスポーツを学ぶ機会を作り出す
ことを意味しているのである。このように，同じ生涯
スポーツという言葉であっても，その基盤が生涯教育
にあるのか生涯学習にあるのかによって目指すべき姿
は変わってくるのである。
　しかし，先述したスポーツを通して学びを教えると
いう視点への転換を考えてみた場合，この２つの生涯
スポーツの考え方のいずれの側面も必要であることが
分かる。それはすなわち，生涯を通じてスポーツを教
えられること，つまりスポーツを習うという教育の機
会を保障することと併せて，生涯を通じて自ら主体的
にスポーツを通した学びを実践することの機会を保障
するという，教育の機会と学習の機会の双方を保障す
る必要があるということである。従って，スポーツ教
育のパラダイム転換の視点から生涯スポーツ社会の実
現を考えるならば，人々がスポーツを習う機会を増や
すだけでなく，スポーツを習った先にあるスポーツを
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通した主体的な学びの機会を如何にして増やすかがそ
こでは問われてくるのである。
　「生涯学習」とは，よく誤解されているように，
社会の変化に乗り遅れないために，生涯にわたって
「勉強」し続けるという意味ではない。そうではな
くて，それは，ライフ・サイクルの各時期を，社会
的役割を遂行しつつも，同時に，それから距離をお
いても生きてゆくことのできる自律的な＜学び＞を
続けることである。それは，…中略…自己充実感の
ある人生を送る基礎を養うことなのである（高橋，
1997，p.23）。
　この指摘に見られるように，スポーツを習い事とし
て生涯続けられる社会を生涯スポーツ社会の将来像と
して構想してはならないのである。習い事としてのス
ポーツを離れても，スポーツを通して自律的な学びを
続けることで，自己充実感のある人生を送る基礎を養
うことこそが生涯スポーツの目指すべき姿であり，そ
れを下支えすることこそがスポーツ環境の最終的な理
想像であるべきなのである。その目標を達成するため
にも，教えを越えて学びへと繋がっていくスポーツ教
育，すなわちスポーツを通して学びを教えるという視
点が必要になるのである。
　しかし，学びを教えるという発想には懸念すべき課
題も潜んでいる。高橋（1997）は，自主性や主体性を
育てようとする教師の在り方に疑問を投げかけつつ，
それを次のように指摘している。
　子どもたちを「主体的に学習させる」という発想
自体が，すでに論理矛盾であることに気づく教師
は，意外に少ない。外部から「学習させた」もの
は，すでに「主体的なもの」とは言いがたいはずだ
からである（高橋，1997，p.７）。
　この指摘に依拠するならば，学びを教えるという発
想には論理矛盾を孕む危険性が付随しているというこ
とになる。学ぶことすなわち学習するということは，
本来，主体的なものであるため，外部から第三者が押
し付けることは困難なはずであり，かつ第三者が学習
させた場合に，それはあくまでも“させた”ものとし
て，既に主体的なものではなくなってしまう危険性を
孕んでいるのである。このように考えるとき，スポー
ツを取り巻く環境を整えるだけでは，このパラダイム
転換の問題は解決が困難であることが分かる。なぜな
ら，スポーツに関わる組織の運営方針，指導・活動内
容，指導者の考え方等を転換したとしても，それはあ
くまでも主体としてスポーツを行う人間から見れば，
全てが外部の第三者としての存在からの働きかけに過
ぎないものとなってしまうからである。従って，学び
を教えるという発想を実現するためには，スポーツ環
境の在り方を転換することと併せて，自律的な学びを
実践できる場を準備することが必要になる。それはす
なわち，子どもが学べる，もしくは学ぶことのできる
場としての物理的な環境を整備するということを意味
しているのである。
７．結論・展望
　本研究の目的は，生涯スポーツの理念を実現する上
で整備されるべきスポーツ環境の在り方の理想像を理
論的に明らかにすることであった。本稿ではまず，ス
ポーツ環境の在り方に関する問題提起の議論を概観し
た上で，そうした議論が生じる背景を考察した。その
上で，指摘される問題点を乗り越えた形での生涯ス
ポーツ環境の在り方を検討した。
　スポーツ環境の抱える問題点を概観すると，子ども
のスポーツ実践の場が大人の管理下に置かれてしまう
ことで，子どもがスポーツを習い事としてしか行えな
いという状況が生じていることが問題視されているこ
とが明らかとなった。その背景には，教えから学びへ
という学校教育のパラダイム転換の影響により，社会
全般の教育観の中に，子どもは学ぶ存在であるという
新たな観点が生まれてきたことを挙げることができ
る。それはすなわち，スポーツが教育との関わりを抜
きにしては成立し難い現代社会において，既存のス
ポーツ環境に根付いている指導者が教え，子どもは教
わる・習う存在であるという認識からの転換が求めら
れることを意味するものである。
　スポーツ環境の在り方を検討する上での論点として
は，教育のパラダイム転換に応じたスポーツ環境のパ
ラダイム転換を挙げることができる。しかし，それは
教えることを否定した学びへの転換ではなく，教える
ことの必要性を認識しつつ，教えることを越えて学び
へと繋がっていく教育，すなわちスポーツを通して学
びを教えるという考え方への転換を意味している。そ
して学びを教えることを実現するためには，単にス
ポーツ環境の在り方に対する認識を転換するだけでな
く，学びの機会を提供できる場としての物理的な環境
の整備が求められるのである。
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　本稿での議論は，教育環境としてのスポーツ環境を
考える上での一つの問題提起に過ぎない。従って，今
後の課題としては，ここで示された論点と議論の方向
性について更なる検証を行い，現実的問題を解決に導
く方法の解明へと繋げていくことが求められよう。そ
してそれが，スポーツ環境に対して提起される問題を
乗り越えた形での，生涯スポーツの理念の実現に向け
たスポーツ環境を構想することへと繋がっていくので
ある。
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